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台
湾
所
蔵
の
古
医
籍
は
、
本
年
五
月
段
階
で
計
一
五
三
八
点
の

書
誌
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
所
蔵
先
は

故
宮
博
物
院
図
書
文
献
館
が
八
一
○
、
国
家
図
書
館
（
旧
中
央
図
書

館
）
が
六
四
八
、
中
央
研
究
院
図
書
館
が
六
四
、
台
湾
大
学
図
書
館

が
一
四
、
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
が
二
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
現

在
の
ネ
ッ
ト
公
開
は
台
北
市
内
の
蔵
書
に
限
定
さ
れ
る
が
、
全
台

湾
に
今
後
拡
大
さ
れ
て
も
多
少
増
加
す
る
程
度
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
台
湾
で
最
大
の
古
医
籍
蔵
書
は
故
宮
に
あ
る
。
こ
れ
ま

で
故
宮
所
蔵
医
書
の
旧
蔵
先
は
第
一
が
楊
守
敬
の
観
海
堂
、
第
二

が
文
淵
閣
四
庫
全
書
、
第
三
が
そ
の
他
で
あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て

い
た
。
ま
た
観
海
堂
旧
蔵
医
書
の
大
多
数
は
、
楊
氏
が
明
治
の
来

日
時
に
購
入
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
昨
年
、
故
宮
所
蔵
の
全
古
医
籍
を
実
地
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
日
本
に
関
連
す
る
書
は
約
四
○
○
点
に
及
び
、
ほ
ぼ
全
て
が

12

台
湾
故
宮
所
蔵
の
日
本
関
連
古
医
籍

真
柳
誠

観
海
堂
旧
蔵
書
だ
っ
た
。
う
ち
約
三
三
○
点
ま
で
親
見
し
終
え
、

森
鴎
外
の
「
小
島
宝
素
伝
」
他
を
補
訂
し
う
る
知
見
等
を
得
た
の

で
、
こ
れ
を
中
心
に
概
略
を
報
告
し
た
い
。

楊
氏
が
日
本
で
購
入
し
た
医
書
の
旧
蔵
者
は
、
第
一
に
小
島
尚

質
（
宝
素
）
・
尚
真
・
尚
綱
の
小
島
家
。
第
二
に
江
戸
医
学
館
と
主

宰
者
の
多
紀
家
。
第
三
に
小
島
家
関
係
者
で
、
奈
須
恒
徳
・
森
立

之
・
渋
江
抽
斎
・
伊
沢
家
・
山
田
業
広
な
ど
だ
っ
た
。

小
島
家
本
は
第
一
に
尚
質
手
沢
本
、
第
二
に
尚
真
手
沢
本
、
第

三
に
尚
綱
手
沢
本
の
順
だ
っ
た
。
共
用
さ
れ
た
蔵
書
印
は
「
小
島

氏
図
書
記
」
「
博
愛
堂
記
」
、
読
書
室
号
は
孜
古
斎
・
葆
素
堂
・
宝

素
堂
・
宝
素
閣
・
博
愛
堂
で
、
写
本
に
は
「
孜
古
斎
紗
本
」
「
宝
素

堂
抄
本
」
と
印
刷
さ
れ
た
稿
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

幕
府
医
官
・
小
島
尚
質
（
一
七
九
七
～
一
八
四
七
）
の
字
は
学
古
、

号
は
宝
素
だ
が
、
彼
が
書
き
入
れ
に
用
い
た
自
称
は
観
棊
生
・
俵

宋
・
俵
宋
道
人
・
俵
宋
処
士
・
俵
宋
学
人
・
円
斎
後
人
・
棄
疎
閑

人
な
ど
。
蔵
書
印
は
「
江
戸
小
島
氏
八
世
医
師
」
「
小
島
尚
質
」
「
字

質
読
書
斎
鐙
」
「
尚
質
」
「
臣
尚
質
」
「
尚
質
之
印
」
「
医
師
臣
尚
質

印
」
「
小
島
質
精
校
医
経
」
「
字
学
古
」
「
学
古
氏
」
「
学
古
氏
印
」

「
小
島
宝
素
」
「
宝
素
堂
」
「
宝
素
堂
所
減
医
書
之
記
」
「
葆
素
堂
減
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驚
人
秘
補
」
「
葆
素
所
減
」
「
候
宋
（
二
種
）
」
「
聰
雨
」
な
ど
が
捺
さ

れ
て
い
た
。

な
お
尚
質
の
著
作
は
「
国
書
総
目
録
」
と
『
古
典
籍
総
合
目
録
」

に
、
『
古
刻
旧
紗
目
録
』
『
小
島
宝
素
目
録
」
し
か
載
ら
な
い
。
楊

氏
が
彼
の
全
蔵
書
と
著
述
を
購
入
・
帰
国
し
、
日
本
か
ら
消
失
し

た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
故
宮
所
蔵
の
小
島
尚
真
「
座
右
筆
記
」

は
父
・
尚
質
の
著
作
と
し
て
二
三
書
を
列
記
し
、
そ
れ
ら
自
体
の

所
蔵
も
多
く
が
確
認
さ
れ
た
。

尚
質
の
長
男
・
尚
真
（
一
八
二
九
～
五
七
）
は
字
を
抱
沖
、
小
字

は
春
折
、
号
は
樫
蔭
だ
が
、
書
き
入
れ
で
は
樫
陰
生
な
い
し
折
と

自
称
す
る
。
蔵
書
印
は
「
尚
真
之
印
」
「
尚
真
校
読
」
「
尚
真
校
定
」

「
抱
沖
氏
」
「
樫
蔭
生
」
「
樫
蔭
」
な
ど
が
捺
さ
れ
て
い
た
。
彼
の
著

書
が
日
本
か
ら
消
失
し
た
状
況
は
父
と
同
様
で
、
「
国
書
』
と
『
古

典
籍
」
に
は
、
『
皇
国
医
籍
目
録
」
『
今
定
漢
五
量
考
」
『
宝
素
堂
蔵

書
目
録
」
の
三
書
し
か
載
ら
な
い
。
前
述
の
「
座
右
筆
記
』
は
彼

の
著
述
予
定
書
を
含
め
て
三
四
害
を
列
記
す
る
が
、
二
八
歳
の
若

さ
で
逝
世
し
た
た
め
約
半
数
し
か
完
成
し
て
い
な
い
・

二
男
・
尚
綱
（
一
八
三
九
～
八
○
）
は
兄
・
尚
真
の
没
後
に
そ
の

養
子
と
な
り
、
幕
府
医
官
を
継
い
だ
。
尚
綱
の
字
は
脂
漠
、
小
字

一
／
我
》
も
ｈ
Ｊ
〆
刊
７
ハ
ー

は
春
澳
、
号
は
子
錦
だ
が
、
書
き
入
れ
に
は
不
肖
孤
と
自
称
す
る
。

蔵
書
印
は
「
尚
綱
校
読
」
「
尚
綱
之
印
」
の
み
。
明
治
以
降
も
門
弟

と
古
医
籍
の
校
読
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
書
き
入
れ
か
ら
分
か
る

が
、
も
は
や
幕
府
医
官
で
は
な
い
。
楊
守
敬
が
来
日
し
た
時
（
一
八

八
○
）
は
正
に
尚
細
の
没
年
で
、
妻
の
定
は
三
八
歳
、
嗣
子
・
杲
一

は
未
成
年
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
事
情
が
重
な
り
、
家

蔵
の
全
書
籍
が
楊
氏
に
渡
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
三
七
年
後
の
一
九
一
七
年
に
鴎
外
が
『
小
島
宝
素
伝
』
を

著
し
た
時
、
も
は
や
日
本
に
は
小
島
家
の
家
系
資
料
し
か
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
他
の
医
家
伝
よ
り
伝
記
資
料
が
極
端
に
少
な
い

こ
と
は
鴎
外
自
身
も
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
台
湾
故
宮
の
小
島
家

旧
蔵
文
献
に
よ
り
、
「
小
島
宝
素
続
伝
」
の
編
纂
が
今
後
想
定
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

（
茨
城
大
学
人
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里
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学
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合
研
究
所
）


